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キ
ロ

年
間
利
用
者
が
二
千
人
到
達

玉
峰
山
荘

玉
峰
山
荘「
ト
ロ
ッ
コ
プ
ラ
ン
」

「
ト
ロ
ッ
コ
プ
ラ
ン
」

▲2千人達成を祝い、井上町長らが仁多米をプレゼント

▲祝賀会には、町内外から多くの方が出席

▲寄贈された和太鼓で演奏する園児たち

▲一斉にスタート（横田庁舎）

　
伝
統
の
仁
多
郡
駅
伝
競
走
大
会

が
十
一
月
二
十
二
日
、
役
場
横
田

庁
舎
前
を
発
着
点
に
三
十
二
・
八

�
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
一
部
（
支
部

対
抗
）
に
九
チ
ー
ム
、
二
部
（
ク

ラ
ブ
対
抗
）
に
七
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

の
あ
る
コ
ー
ス
を
懸
命
に
走
り
、

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
い
レ
ー
ス

を
展
開
し
ま
し
た
。

　
特
に
阿
井
支
部
は
、
大
学
生
チ

ー
ム
を
上
回
る
圧
倒
的
な
走
り
で

総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

【
一
部
】

・
優
勝
　
阿
井
支
部

　
　
一
時
間
四
十
六
分
十
二
秒

・
準
優
勝
　
三
成
支
部

　
　
一
時
間
五
十
分
四
秒

・
三
位
　
布
勢
支
部

　
　
一
時
間
五
十
四
分
五
十
八
秒

【
二
部
】

・
優
勝
　
島
根
大
学
Ｙ

【
区
間
賞
】

・
一
区
　
朝
倉
　
祐
樹
（
鳥
上
）

・
二
区
　
若
槻
　
　
陽
（
横
田
）

・
三
区
　
朝
倉
　
貴
志
（
三
成
）

・
四
区
　
藤
原
　
　
誠
（
阿
井
）

・
五
区
　
高
橋
　
安
典
（
阿
井
）

・
六
区
　
和
久
利
英
之
（
阿
井
）

・
七
区
　
安
部
　
直
人
（
阿
井
）

【
大
会
最
優
秀
選
手
】

・
藤
原
　
誠
（
阿
井
支
部
）

　
第
十
四
回
中
四
国
中
学
生
選
抜

剣
道
大
会
が
十
二
月
六
日
、町
民
体

育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
中
四
国
各
県
か
ら

の
選
抜
校
に
加
え
、
剣
道
の
盛
ん

な
九
州
か
ら
は
大
分
県
の
緑
ヶ
丘

中
学
を
招
待
し
、
男
女
合
わ
せ
て

四
十
六
チ
ー
ム
が
日
頃
の
鍛
錬
の

成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
各
県
を
代
表
す
る
強
豪
校
が
対

戦
す
る
本
大
会
は
、
年
々
レ
ベ
ル

が
向
上
し
て
お
り
、
今
年
も
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
前
日
に
は
、
同
じ

剣
の
道
を
歩
む
中
学
生
同
士
で
の

錬
成
会
も
行
な
わ
れ
、
地
元
中
学

生
も
多
数
参
加
し
、
技
術
の
向
上

は
も
と
よ
り
、
友
情
の
輪
も
広
が

り
、
思
い
出
に
残
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
大
会
に
先
立
ち
、
岩
田

一
郎
前
町
長
に
、
本
大
会
の
開
催

や
越
年
稽
古
な
ど
剣
道
振
興
に
大

き
く
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
（
財
）

全
日
本
剣
道
連
盟
か
ら
顕
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世

紀
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
第
六
十

一
回
人
権
週
間
が
、
十
二
月
四
日

か
ら
始
ま
り
、
町
内
各
所
で
様
々

な
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
横
田
庁
舎
で
一
日

人
権
擁
護
員
の
任
命
式
が
あ
り
、

町
連
合
婦
人
会
の
淺
野
澄
子
会
長

に
松
江
地
方
法
務
局
雲
南
支
局
の

山
本
支
局
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
早
速
、
人
権
擁
護
委
員
ら
と
共

に
、
横
田
庁
舎
や
町
内
事
業
所
、

商
業
施
設
な
ど
で
啓
発
活
動
を
行

い
、
標
語
入
り
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
、
チ
ラ
シ
等
の
セ
ッ
ト
を

配
布
し
人
権
意
識
の
高
揚
を
訴
え

ま
し
た
。

　
十
日
ま
で
の
期
間
中
、
特
設
人

権
相
談
所
の
開
設
や
路
線
バ
ス
、

広
報
車
等
に
よ
る
啓
発
活
動
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
十
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ト

ロ
ッ
コ
列
車
。

　
亀
嵩
温
泉
「
玉
峰
山
荘
」
で
は
、

四
年
前
か
ら
Ｊ
Ｒ
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
、
こ
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
「
奥

出
雲
お
ろ
ち
号
」
の
利
用
者
を
対

象
に
、
三
井
野
原
駅
な
ど
に
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
、
宿
泊
や
日
帰
り

の
独
自
の
プ
ラ
ン
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

　
十
一
月
十
日
に
は
、
ト
ロ
ッ
コ

列
車
年
間
利
用
者
約
二
万
人
の
一

割
に
あ
た
る
二
千
人
に
達
成
し
、

玉
峰
山
荘
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
井
上
町
長
や
Ｊ
Ｒ

木
次
鉄
道
部
の
新
原
隆
司
部
長
が

駆
け
つ
け
、
二
千
人
目
と
な
っ
た

出
雲
市
の
神
西
自
治
協
会
な
ど
二

団
体
全
員
に
、
仁
多
米
一
�
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

盛
大
に
開
催

盛
大
に
開
催

　
岩
田
一
郎
氏
叙
勲
祝
賀
会

岩
田
一
郎
氏
叙
勲
祝
賀
会

盛
大
に
開
催

　
岩
田
一
郎
氏
叙
勲
祝
賀
会

　
秋
の
叙
勲
で
旭
日
中
緩
章
を
受

章
さ
れ
た
岩
田
一
郎
前
町
長
の
叙

勲
祝
賀
会
が
十
一
月
二
十
八
日
、

町
民
体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
町
内
外
か
ら
約
七

百
人
が
集
ま
り
、
仁
多
乃

炎
太
鼓
の
演
奏
、
功
績
披

露
や
祝
電
披
露
、
多
く
の

来
賓
を
代
表
し
て
、
松
尾

秀
孝
島
根
県
副
知
事
、
斉

藤
鉄
夫
衆
議
院
議
員
か
ら

祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
岩
田
氏
か
ら
「
ひ
た
す
ら

に
町
政
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

一
つ
ひ
と
つ
の
事
柄
が
脳
裏

に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
国

や
県
、
町
民
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
」
と
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
祝

賀
会
で
は
、

奥
出
雲
神
代

神
楽
社
中
の

神
楽
が
宴
に

彩
を
添
え
る

な
か
、
国
会

議
員
の
細
田

博
之
、
竹
下

亘
両
衆
議
院

議
員
や
青
木
幹
雄
参
議
院
議
員
ら

が
駆
け
つ
け
ら
れ
、
祝
福
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
と
富
士
子
夫
人
の
席
に
は

祝
福
の
列
が
連
な
り
、
い
つ
ま
で

も
感
謝
と
ね
ぎ
ら
い
の
挨
拶
が
続

き
、
出
席
者
に
と
っ
て
記
念
す
べ

き
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
七
日
、
阿
井
幼
稚

園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
、（
財
）

日
本
防
火
協
会
の
宝
く
じ
事
業
の

助
成
に
よ
る
和
太
鼓
十
張
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
十
三
年
前
に
結

成
さ
れ
、
消
防
庁
舎
見
学
や
放
水

体
験
、
避
難
訓
練
や
起
震
車
体
験

な
ど
を
通
じ
た
、
防
火
・
防
災
へ

の
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
贈
呈
式
で
は
、
雲
南
消
防
本
部

秦
大
行
予
防
課
長
か
ら
園
児
代
表

の
小
池
一
也
さ
ん
に
目
録
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
野
一
郎
園
長
は
「
和
太
鼓
を

通
し
て
、
地
域
や
ふ
る
さ
と
の
良

さ
を
感
じ
、
今
後
一
層
の
防
火
意

識
の
向
上
に
活
用
し
た
い
」
と
お

礼
が
あ
り
ま
し
た
。

　
早
速
、
四
・
五
歳
児
八
人
が
防
火

法
被
を
ま
と
い
、
真
新
し
い
和
太

鼓
で
「
阿
井
幼
稚
園
の
う
た
」
を

元
気
い
っ
ぱ
い
に
演
奏
し
ま
し
た
。

防
火
意
識
の
向
上
を
図
る

日
本
防
火
協
会
か
ら

日
本
防
火
協
会
か
ら

　
　
和
太
鼓
が
寄
贈

　
　
和
太
鼓
が
寄
贈

は
た
ひ
ろ
ゆ
き

　

▲

謝
辞
を
述
べ
る
岩
田
一
郎
氏

▲

大
会
の
様
子
　

▲

街
頭
啓
発
の
様
子
　

　
奥
出
雲
町
教
育
委
員
会
で
は
、

今
年
一
月
に
「
奥
出
雲
町
学
校
再

編
基
本
計
画
検
討
委
員
会
」
か
ら

答
申
の
あ
っ
た
「
幼
児
教
育
の
充

実
」
に
つ
い
て
、
様
々
な
観
点
か

ら
審
議
が
行
な
わ
れ
、
十
一
月
二

十
五
日
、
町
長
に
対
し
次
の
報
告

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
記

　
「
奥
出
雲
町
学
校
再
編
基
本
計

画
検
討
委
員
会
」
か
ら
あ
っ
た
答

申
内
容
を
尊
重
し
、
望
ま
し
い
教

育
環
境
を
担
保
す
る
た
め
に
、
幼

保
一
体
的
な
機
能
を
持
つ
施
設
の

設
置
を
進
め
、
幼
児
教
育
の
充
実

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
な
お
、
望
ま
し
い
教
育
を
保
障

す
る
た
め
に
相
談
窓
口
の
一
本
化
、

幼
児
教
育
の
方
針
・
具
体
的
な
園

の
運
営
等
に
つ
い
て
審
議
・
検
討
・

評
価
を
行
な
う
仮
称
「
奥
出
雲
町

幼
児
教
育
推
進
協
議
会
」
を
設
置

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

幼
児
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

幼
児
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
　
教
育
委
員
会
か
ら
の
報
告

　

キ
ロ

第59回
仁多郡駅伝競走大会

第
十
四
回
　
中
四
国
中
学
生
選
抜
剣
道
大
会

中
四
国
中
学
生
選
抜
剣
道
大
会

人
権
意
識
高
め
て

人
権
意
識
高
め
て

　
　
　
擁
護
委
員
が
街
頭
啓
発


